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荻
競
「
施
喫
妨
麟
 

，
た
，
差
た
差
た
考
差
差
差
猫
繊
低
 

▼
風
雪
の
中
で
堂
々
と
分
列
行
進
 

す
る
赤
池
町
消
防
団
 

の
み
な
さ
ん
 

▲
 

7 人オls’大人の仲間入 り 

恒
例
の
松
の
内
成
人
式
が
，
月
三
H
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
開
か
れ
ま
し
 

た
 。

 今
年
の
新
成
人
は
男
子
六
ト
四
人
、
 

女
子
五
十
三
人
の
百
十
L
人
で
、
う
ち
 

男
子
四
十
人
、
女
子
三
十
三
人
の
計
七
 

十
三
人
が
出
席
。
 

式
で
は
池
田
教
育
長
が
「
実
社
会
で
 

は
少
し
で
も
相
手
に
白
分
を
知
っ
て
も
 

ら
う
こ
と
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
、
 

あ
い
さ
つ
を
励
行
し
、
名
刺
の
い
ら
な
 

い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
」
 
と
、
ま
 

一
月
五
日
、
積
雪
と
吹
雪
の
中
で
恒
 

例
の
ド
田
川
四
カ
町
連
合
消
防
出
初
め
 

式
が
、
赤
池
中
学
校
運
動
場
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

ド
田
川
四
カ
町
は
火
災
や
災
害
が
発
 

生
し
た
と
き
、
要
請
が
あ
れ
ば
互
い
に
 

応
援
に
駆
け
つ
け
る
協
定
を
結
ん
で
お
 

り
、
連
合
出
初
め
式
は
終
戦
直
後
か
ら
 

続
い
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
四
年
に
一
度
、
地
元
赤
池
町
 

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
前
夜
か
ら
の
寒
 

波
で
運
動
場
に
は
五
セ
ン
チ
の
積
雪
。
 

そ
れ
で
も
四
カ
町
か
ら
総
勢
四
百
十
六
 

人
の
消
防
団
員
（
う
ち
赤
池
町
消
防
団
 

は
百
ト
人
）
と
二
十
二
台
の
消
防
車
が
 

参
加
。
吹
雪
の
中
で
も
き
び
き
び
と
し
 

た
態
度
で
、
そ
の
雄
姿
を
披
ろ
う
し
ま
 

し
た
。
 

式
で
は
、
消
防
長
で
あ
る
池
永
町
長
 

の
訓
辞
や
服
装
、
機
械
器
具
点
検
、
分
 

列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
に
人
命
 

救
助
の
二
人
や
永
年
勤
続
、
優
良
団
員
 

な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
関
係
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

【
県
知
事
表
彰
】
〇
一
uE
橋
裕
〇
原
田
登
 

（
以
上
人
命
救
助
功
労
者
）
〇
谷
頭
浩
 

二
〇
鶴
森
哲
男
〇
八
隅
清
蔵
〇
谷
正
興
 

ト決意を書いた紙をつけ、風せんをー斉に飛ばす新成人のみなさん4 

た
、
池
永
町
長
は
 
「
み
な
さ
ん
の
若
い
 

頭
脳
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
難
問
を
か
か
え
 

る
筑
豊
に
と
ど
ま
り
、
赤
池
町
の
、
筑
 

豊
の
た
め
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
 

て
社
会
に
奉
仕
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
 

し
い
。
」
と
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

中
学
時
代
の
恩
師
を
代
表
し
て
福
田
 

昌
先
生
（
金
田
町
）
は
「
こ
の
機
会
に
 

人
生
の
設
計
を
立
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
」
 
と
祝
辞
 

を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
答
え
新
成
人
を
代
表
し
て
猿
 

ゾ
 
ゾ
ノ
ゾ
」
ゾ
」
方
方
 

力
 

〇
秋
元
米
造
〇
中
村
雅
敏
（
以
上
二
十
 

年
の
永
年
勤
続
）
 

【
福
岡
県
消
防
協
会
 

長
表
彰
】
〇
木
村
計
〇
奥
永
優
二
〇
島
 

修
二
〇
太
田
建
一
〇
丸
山
孝
義
（
以
E
 

優
良
団
員
）
〇
浦
田
拓
義
〇
大
森
正
信
 

〇
有
吉
志
一
〇
鶴
森
哲
男
〇
谷
頭
浩
一
一
 

〇
谷
正
興
〇
八
隅
清
蔵
〇
秋
元
米
造
〇
 

中
村
雅
敏
〇
山
尾
繁
樹
〇
生
野
梢
〇
小
 

松
学
（
以
上
永
年
勤
続
）
〇
浦
田
豊
春
 

〇
浦
田
未
春
（
兄
弟
団
員
）
〇
平
川
正
 

貞
（
消
防
事
務
）
 

【
福
岡
県
消
防
協
会
 

田
川
郡
支
部
表
彰
】
0

太
田
旭
〇
中
村
 

博
樹
【
町
長
表
彰
】
〇
奥
永
昭
政
〇
和
 

田
豊
〇
国
広
隆
一
〇
佐
藤
鷹
雄
〇
柴
田
 

晋
一
〇
相
原
時
雄
〇
平
川
正
貞
 

▼
代
表
し
て
表
彰
を
受
け
る
第
三
分
団
 

分
団
長
 
奥
永
昭
政
さ
ん
A
 

畑
の
矢
津
田
恵
輔
さ
ん
が
「
社
会
が
期
 

待
す
る
社
会
人
と
し
て
、
地
域
の
発
展
 

に
貢
献
し
ま
す
。
」
と
官
誓
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
純
真
女
子
短
大
助
教
授
の
 

川
原
梨
治
氏
の
講
演
「
若
者
へ
贈
る
言
 

葉
」
を
聴
き
、
振
り
そ
で
姿
、
ス
ー
ツ
 

姿
で
記
念
撮
影
。
各
人
が
新
成
人
と
し
 

て
の
決
意
を
書
い
た
紙
を
つ
け
た
風
船
 

を
一
斉
に
冬
空
高
く
飛
ば
し
ま
し
た
。
 

茶
話
会
で
は
、
全
員
が
顔
な
じ
み
と
 

あ
っ
て
話
も
弾
み
、
は
た
ち
の
同
窓
会
 

で
社
会
人
と
し
て
の
門
出
を
祝
い
ま
し
 

た。 
▼
毎
朝
、
派
出
所
前
で
子
ど
も
た
ち
に
 

声
を
か
け
る
岩
城
辰
美
さ
ん
A
 

×
 

イ
 

町
で
は
現
在
、
 

「
赤
池
町
行
政
改
 

革
大
網
」
策
定
に
伴
う
答
申
づ
く
り
 

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
 
「
全
国
の
地
方
公
共
団
体
 

を
取
り
ま
く
社
会
経
済
情
勢
、
財
政
 

情
勢
な
ど
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
 

況
に
あ
り
、
多
様
化
す
る
 

行
政
需
要
に
対
応
し
つ
つ
、
 

地
域
社
会
の
活
性
化
お
よ
 

び
住
民
福
祉
の
増
進
を
進
 

め
る
た
め
に
は
、
引
き
続
 

き
行
政
革
改
を
強
力
に
推
 

進
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
 

ら
れ
て
い
る
」
と
し
た
、
 

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
の
 

閣
議
決
定
を
受
け
て
、
自
 

治
省
が
全
国
の
地
方
公
共
 

団
体
に
地
方
行
革
大
網
の
 

策
定
を
求
め
て
い
る
も
の
 

で
、
赤
池
町
で
も
昨
年
の
 

六
月
定
例
町
議
会
で
、
「
赤
 

池
町
行
政
改
革
推
進
委
員
 

会
設
置
条
例
」
が
可
決
さ
 

れ
、
議
会
や
労
働
団
体
な
 

ど
町
内
の
各
種
団
体
か
ら
 

選
ば
れ
た
十
四
人
の
委
員
 

さ
ん
に
よ
り
答
申
づ
く
り
 

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

』
ぞ
‘
 

ーノ 

ゲ
 

‘
く
ノ
 

「
1
 

ソ
」
 

一撃 

略
響
申
と
な
っ
烏
事
』
 

ノ
 

共
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
運
営
の
 

合
理
化
⑦
そ
の
他
の
七
項
目
の
案
が
 

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
赤
池
 

町
で
は
国
が
示
し
た
と
お
り
の
大
網
 

で
は
な
く
赤
池
町
独
自
の
特
色
あ
る
 

行
改
大
網
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

し
H

、汰りy

溝
の
町
行
務
分
析
。
 

」

 

1
『
 

？
司
誹
ル
て
い
ま
す
c

今
後
は
、
「
」
 

伽
購
】
」
畿
鷲
護
 

零
網
穀
静
編
舞
読
」
 

現
在
ま
で
に
六
回
の
推
 

進
委
員
会
が
開
か
れ
、
町
 

の
財
政
状
況
や
機
構
な
ど
 

職
員
定
数
や
他
市
町
村
の
 

事
務
事
業
の
民
間
委
託
状
 

の
 

政
 

鷲
況
の
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
 

一革『 改塗 
警
予
定
で
す
。
な
お
、
田
川
 

議
郡
内
で
は
す
で
に
香
春
町
、
 

行
警
勺
金
田
叩
影
間
答
 

レ
 

亜
り
熱
川
崎
町
で
最
終
答
申
が
出
 

露
ー
 

“H
」m
器
 

国
が
示
し
た
要
網
で
は
、
①
事
務
 

事
業
の
見
直
し
②
組
織
、
機
構
の
簡
 

素
合
理
化
③
給
与
の
適
正
化
④
定
員
 

管
理
の
適
正
化
⑤
民
間
委
託
、
o
A
 

化
等
事
務
改
革
の
推
進
⑥
会
館
等
公
 

『
的
認
 

，

・

 

"H
」 

ぐ
誤
護
③
推
進
委
員
会
委
員
の
 

み
な
さ
ん
 

〇
立
花
杉
夫
（
会
長
）
〇
秦
住
雄
（
会
 

長
職
務
代
理
）
〇
浦
田
勇
〇
山
下
次
 

男
〇
平
元
光
年
〇
小
松
篤
生
〇
青
木
 

等
〇
中
原
和
義
〇
亀
井
澄
子
〇
猪
口
 

公
子
〇
田
中
久
夫
〇
左
重
喜
〇
亀
谷
 

松
次
〇
久
原
弘
（
以
上
 14 

人
敬
称
略
）
 

▼
代
表
し
て
宣
誓
号
る
矢
津
田
恵
輔
さ
ん
▲
 

赤
池
中
町
の
岩
城
辰
美
さ
ん
（
 71
 

) 

は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
お
年
寄
り
や
子
 

ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
 

毎
日
、
町
内
の
交
差
点
に
立
っ
て
い
ま
 

す
 。

 岩
城
さ
ん
は
、
明
治
鉱
業
に
勤
務
中
 

の
昭
和
十
九
年
。
高
熱
を
お
し
て
出
勤
。
 

鉱
内
で
貧
血
を
起
こ
し
事
故
で
右
腕
を
 

切
断
。
九
死
に
一
生
を
得
ま
し
た
。
前
 

途
を
悲
観
し
て
途
方
に
暮
れ
て
い
る
と
 

き
、
鹿
児
島
県
の
同
じ
よ
う
な
障
害
者
 

が
社
会
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
新
聞
 

記
事
を
読
ん
で
 
「
何
か
生
き
が
い
を
持
 

ち
積
極
的
に
生
き
よ
う
。
」
 
と
決
意
。
 

「
自
分
が
障
害
者
な
の
で
、
自
分
の
よ
 

う
な
障
害
者
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
。
」
 

×
 

と
交
通
安
全
に
立
ち
始
め
ま
し
た
。
 

昭
和
三
十
年
、
高
尾
口
交
差
点
を
皮
 

切
り
に
赤
池
駅
踏
切
り
、
居
原
商
店
前
 

三
叉
路
、
赤
池
橋
、
そ
し
て
現
在
の
上
 

野
橋
派
出
所
前
と
、
三
十
年
間
。
日
曜
 

日
以
外
毎
日
、
正
月
も
盆
も
立
ち
続
け
 

て
い
ま
す
。
 

赤
池
駅
の
引
き
込
み
線
踏
切
り
で
は
 

貸
物
列
車
に
ひ
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
お
 

年
寄
り
を
間
一
髪
救
助
し
た
こ
と
も
数
 

度
。
表
彰
状
、
感
謝
状
は
数
え
き
れ
な
 

い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
岩
城
さ
ん
は
三
十
一
年
間
子
 

ど
も
会
の
世
話
も
し
て
お
り
、
夏
は
水
 

難
事
故
が
な
い
よ
う
に
と
町
内
の
た
め
 

池
を
巡
視
し
、
冬
は
歩
道
橋
が
凍
っ
て
 

な
い
か
毎
朝
点
検
し
て
子
ど
も
た
ち
に
 

声
を
か
け
て
い
ま
す
。
 

「
事
故
と
服
装
、
非
行
と
服
装
は
深
 

い
関
係
に
あ
り
、
 

一
度
注
意
し
た
生
徒
 

が
、
き
ち
ん
と
し
て
く
れ
る
と
、
苦
労
 

も
報
わ
れ
る
。
」
 
と
岩
城
さ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
岩
城
さ
ん
に
対
し
て
、
 

昨
年
の
暮
れ
、
赤
池
派
出
所
に
「
毎
日
 

前
に
立
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
に
あ
 

げ
て
く
だ
さ
い
。
」
 
と
一
個
の
包
み
が
 

匿
名
で
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
い
つ
も
あ
 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
 
の
手
紙
と
 

タ
イ
ツ
が
入
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
 

「
う
れ
し
く
て
涙
が
で
た
。
自
分
の
た
 

め
で
も
あ
り
体
の
許
す
か
ぎ
り
立
ち
続
 

け
た
い
。
」
 
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

警
町
行
政
の
あ
り
方
を
盛
り
 

「
ジ
込
ん
だ
答
申
が
出
さ
れ
る
 

「

 

「
，
り
、
 

JM
、一．‘ 

z
l
〉▽ロぐ 
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一般会計 

8
、
3
8
5
万
円
を
追
加
補
正
 

ー
ー
ユ
ー
 

タ
ウ
ン
 

汚
水
処
理
場
の
 

工
事
請
負
契
約
な
ど
 

ノ 

こ
の
工
事
は
、
 

一
部
同
和
対
策
事
業
 

。ハ 

、・I
ー
《
‘
・
 

、
ー
・
ト
」
・
ー
 

一r
（・・ 

い
 

の
適
用
を
受
け
、
総
事
業
費
二
億
一
千
 

し」 

万
円
で
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
五
 

農
 

加
 
読
 

わ

も

 

さ
 

目
ま
で
の
ニ
カ
年
継
続
事
業
で
実
施
さ
 

れ
ま
す
。
 

ト
二
月
二
十
三
日
行
わ
れ
た
入
札
の
 

結
果
、
田
川
市
の
林
工
業
咽
が
落
札
し
 

ま
し
た
。
 

▽
 

昭
和
六
十
年
第
九
回
十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
一
一
月
ト
ー
二
日
か
ら
一
一
十
六
日
ま
で
十
四
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
△
 

に7 又7 ▽ ×7 、；7 

今
回
は
、
 

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
五
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
執
行
部
提
出
の
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
 
△
 

し
た
。
そ
の
ほ
か
社
会
福
祉
対
策
に
つ
い
て
の
一
般
質
間
や
四
件
の
請
願
と
一
件
の
陳
情
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

△
 

ま
た
、
 

一
月
十
四
日
に
臨
時
町
議
会
が
開
催
さ
れ
、
二
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
△
 

な
お
、
次
回
の
定
例
会
議
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
各
会
計
の
当
初
予
算
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
三
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
△
 

日
程
や
傍
聴
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

△
 

補
 

正
 

予
 

算
 

一 
L
 

圏
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
補
 

正
予
算
‘
い
ま
ま
で
の
予
算
総
額
四
十
 

三
億
五
千
二
百
四
十
三
万
六
千
円
に
、
 

今
回
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
千
三
百
 

八
十
五
万
六
千
円
が
追
加
補
正
さ
れ
、
 

総
額
四
十
四
億
三
千
六
百
二
十
九
万
一
一
 

千
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

歳
入
の
主
な
も
の
は
町
債
の
五
千
五
 

百
五
十
万
円
。
歳
出
で
は
、
高
尾
児
童
 

遊
園
、
大
浦
団
地
集
会
室
な
ど
の
建
設
 

費
や
昭
和
五
十
七
年
度
に
建
設
し
た
総
 

合
住
宅
団
地
（
赤
書
m
芽
）
汚
水
処
理
場
 

の
今
年
度
支
払
分
の
工
事
費
四
千
四
百
 

万
円
な
ど
で
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
福
 

祉
会
に
対
す
る
運
営
助
成
金
な
ど
を
計
 

▼
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の
光
の
中
サ
ン
タ
 

さ
ん
を
囲
み
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
▲
 

上
し
て
い
ま
す
。
 

圏
昭
和
六
十
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
特
 

別
会
計
補
正
予
算
（
一
月
臨
時
）
'
A
7
 

ま
で
の
予
算
総
額
五
億
九
千
百
九
十
三
 

万
八
千
円
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
 

六
百
九
十
四
万
五
千
円
を
追
加
補
正
し
 

総
額
六
億
三
千
八
百
八
十
八
万
三
千
円
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
老
人
医
療
費
の
支
払
い
が
 

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
 

が
予
想
さ
れ
る
た
め
で
す
。
 

委
 

員
・
議
員
の
互
選
 

圏
赤
池
町
消
防
委
員
会
委
員
の
選
任
に
 

つ
い
て
‘
議
会
議
員
よ
り
選
任
さ
れ
て
 

い
た
武
末
義
信
議
員
の
死
去
に
よ
り
、
 

新
し
く
小
松
利
道
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

) 

赤
池
町
内
の
青
年
グ
ル
ー
プ
 
「
蒼
い
 

会」 

（
田
中
浩
一
会
長
、
三
十
七
人
）
 

主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
十
二
月
二
十
 

一
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

「
蒼
い
会
」
は
昭
和
五
十
九
年
七
月
 

に
結
成
。
独
自
の
青
年
活
動
や
町
主
催
 

の
各
種
行
事
へ
の
協
力
な
ど
、
若
い
ェ
 

ネ
ル
ギ
ー
で
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
 

い
ま
す
。
 

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
昨
年
に
続
い
 

て
二
回
目
で
す
が
、
会
場
に
は
約
二
百
 

人
の
子
供
た
ち
が
詰
め
か
け
、
メ
ン
バ
 

ー
が
企
画
演
出
し
た
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
 

に
体
育
館
狭
し
と
走
り
回
り
、
イ
ン
ト
 

ロ
当
て
ク
イ
ズ
で
は
、
正
解
者
に
メ
ン
 

ソ
呂
か
マ
マ
マ
×
・
×
・
×
・
×
・
【
え
・
【
宮
心
】
・
v
【
宮
占
・
×
。
v
v
呂
‘
マ
x
・x
占・呂・v
マママー・ソv
×・v
“・ソv
】・vvv
【
え
・
x
・
×
・
×
・
×
占
・
×
・
マ
×
・
×
・
×
・
×
・
×
中
】
 

事件・事故齢鳥110番”

●事件・事故を見たら聞いたらすばやく 110 番： 

しましょうっ 

●急がない相談や問い合せは、近くの警察署や 

派出所の電話を利用しましょう。 

●110 番は事件・事故をすばやく通報するため 

の専用電話です。 

●急がない用事で110番しますと、急ぐ人の用イ牛 

が問に合わなくなります。 

圏
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
‘
香
月
昌
憲
委
 

員
が
任
期
満
了
に
な
っ
た
た
め
、
同
氏
 

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

圏
田
川
市
・
赤
池
町
天
郷
青
年
の
家
組
 

合
議
会
の
議
員
の
互
選
に
つ
い
て
‘
武
 

未
義
信
議
員
の
死
去
に
よ
り
、
辰
己
昇
 

議
員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
」
エ
 

事
 
］ 

園
第
ニ
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
汚
水
処
理
 

施
設
設
置
工
事
の
エ
事
請
負
契
約
の
締
 

結
に
つ
い
て
‘
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
 

造
成
拡
張
と
隣
接
の
民
間
の
宅
地
開
発
 

に
伴
い
、
現
在
の
汚
水
処
理
場
で
は
、
 

将
来
そ
の
処
理
能
力
を
越
え
る
た
め
、
 

今
回
、
新
し
く
汚
水
処
理
場
を
設
置
す
 

る
も
の
で
す
。
 

バ
ー
手
作
り
の
メ
ダ
ル
が
サ
ン
タ
ク
ロ
 

ー
ス
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

最
後
に
は
場
内
を
暗
く
し
、
キ
ャ
ン
 

ド
ル
サ
ー
ビ
ス
。
メ
ン
バ
ー
が
心
を
込
 

め
て
催
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
子
供
た
 

ち
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
し
ま
し
た
。
 

・×・マママ】・x
・x
・x
・マママママ【・vx
・マ【・】・×・】小ママ【・x
・ママ】・x
・マ【・【・ソママ【 
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支
所
子
ど
も
会
が
 

も
ち
つ
き
大
会
 

十
二
月
ニ
十
二
日
、
赤
池
十
二
支
所
 

子
ど
も
会
（
井
上
孝
生
会
長
、
三
十
人
）
 

の
子
ど
も
た
ち
と
父
兄
が
、
小
雨
の
降
 

る
寒
い
中
、
旧
赤
池
保
育
所
で
も
ち
つ
 

き
大
会
を
し
ま
し
た
。
 

昏
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.
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.
 

. 

!
 
.
 

訴
 

同
ロ
 

圏
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
（
一
月
臨
時
）
 

‘
土
地
の
名
義
変
更
が
通
常
の
登
記
手
 

続
き
で
で
き
な
い
た
め
、
裁
判
に
よ
り
 

町
名
義
と
す
る
提
訴
案
が
承
認
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

一 

一 

般
 

質
 

間
 

固
国
の
補
助
金
削
減
に
伴
う
社
会
福
祉
 

対
策
に
つ
い
て
 

圏
国
は
百
五
十
兆
円
の
借
金
を
抱
え
、
 

ど
こ
か
を
切
り
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
現
状
で
、
こ
の
こ
と
は
総
論
的
に
は
 

認
め
て
も
各
論
に
な
る
と
抵
抗
が
強
い
。
 

赤
池
町
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
 

現
在
の
福
祉
レ
ベ
ル
は
維
持
し
た
い
。
 

そ
の
た
め
の
手
段
を
財
政
当
局
と
煮
詰
 

め
、
住
民
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
行
 

革
委
員
会
の
答
申
も
踏
ま
え
、
考
え
て
 

い
き
た
い
。
 

下
田
川
公
立
病
院
の
構
想
は
持
っ
て
 

い
る
が
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
保
健
セ
 

ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
も
考
え
て
み
た
い
。
 

同
六
十
五
歳
線
引
な
ど
一
般
失
業
対
策
制
 

度
改
正
に
伴
う
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
 

圏
財
政
難
の
中
で
国
民
世
論
が
、
就
労
 

I 

ト小さな手で力いっぱいつきました． 

午
前
中
は
廃
品
回
収
に
回
り
、
午
後
 

か
ら
二
つ
の
う
す
で
二
斗
の
も
ち
を
つ
 

き
ま
し
た
。
小
さ
な
腕
で
力
い
っ
ぱ
い
 

き
ね
を
振
り
上
げ
、
丸
め
、
で
き
上
っ
 

た
も
ち
は
雑
煮
や
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て
食
 

べ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

・
×
・
×
・
×
・
」
・
マ
×
・
×
中
マ
マ
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
《
×
・
】
 

■ 110番は落ちついて順序よく ■ 

〇何があったか どろぼう、けんか、交通事 

故など 

〇い つ 今、5 分位前など 

〇どこで 〇〇町〇丁目〇番〇号 

〇〇スーパー育tiなど 

〇犯人は 犯人の人数・人相・服装・特徴 

逃走方向・車のナンパー・色等 

〇どうなっているか…けが人がいるか、車て八ユ 

ち去ったなど 

〇あなたは 110番した方0ソ主所、氏名、 

電話番号 

通報が早ければ早いほどパト力ーの現場到着が 

早くなり、その場で犯人を検挙したり、寸刻をあ 

らそう被害者の救護もできます。 

■ その他の専用電話 ■ 

レ警察への要望・意見は 

092-622-0703（広聴ダイヤル） 

レ党せい剤の相談は 

092-641-4444 （ボワィ トテレホン） 

レ困りごとの相談は 

092-641-7200 （警察相談） 

レサラ金の相談は 

092-622-0705 （サラ金相談） 

レ運転免許の更新手続きは 

0948-82-3131 （筑豊試験場テレホン） 

レ道路交通情報の間い合せは  サービス 

092-651-1331 （福 岡） 
093-582-1331 (-ヒ九州） 

レ交通事故の相談は 

092-622-0403 （福岡県交通対策課） 

レ子一どもの事で悩んで’いる方や 
悩みや不満を持つャングの方は 

0948-28-7867（飯 塚） 
0947-44-0579 （田 川） 
09492-4-7867 （直 方） 
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か
福
祉
か
と
い
う
問
題
で
な
じ
ま
な
く
 

な
っ
て
き
た
。
現
在
、
町
関
係
で
二
十
 

二
人
、
県
十
九
人
の
七
十
歳
以
上
の
人
 

が
一
般
失
業
対
策
事
業
で
就
労
し
て
い
 

る
。
急
激
な
変
化
は
避
け
た
い
。
県
と
 

話
し
合
い
な
が
ら
事
業
団
方
式
な
ど
も
 

検
討
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
 

少
の
痛
み
を
分
か
ち
合
わ
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
現
状
で
あ
る
。
 

「 

請
 

「

一

 

圏
赤
池
町
車
道
の
」
路
線
の
舗
装
に
関
 

す
る
請
願
‘
産
建
委
員
会
へ
付
託
継
続
 

審
議
 

圏
国
庫
補
助
削
減
に
よ
る
自
治
体
と
住
 

民
負
担
転
稼
に
反
対
し
、
老
人
保
健
制
 

度
の
充
実
改
善
を
求
め
る
請
願
‘
採
択
 

園
医
療
従
事
者
の
確
保
と
看
護
婦
の
夜
 

勤
制
度
を
法
制
化
す
る
た
め
の
請
願
g
 

採
択
 

園
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
改
正
の
 

再
考
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
 

請
願
‘
採
択
 

以
上
、
採
択
さ
れ
た
三
件
の
請
願
ー
 

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
管
庁
に
意
見
書
を
添
 

え
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
e
 

な
お
、
昨
年
の
九
月
定
例
会
に
提
出
 

さ
れ
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
中
尾
地
 

区
道
路
肩
補
修
に
関
す
る
請
願
は
、
再
 

継
続
と
な
り
ま
し
た
。
 

一

」

 

情
 

一 

圏
ご
み
収
集
運
搬
料
金
に
関
す
る
陳
情
 

‘
厚
生
委
員
会
へ
付
託
、
継
続
審
議
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

柿
原
 
香
草
 

花
枇
杷
に
送
ら
れ
迎
え
ら
れ
入
荘
 

ね
 

さ
ん
ど
う
ま
な
か
 

福
智
嶺
の
雪
の
山
道
真
向
い
に
 

逃
げ
腰
で
物
乞
う
猫
に
又
も
雪
 

み
 
と
 

風
邪
看
護
る
ナ
ー
ス
も
姉
さ
ま
女
房
と
か
 

じ
ょ
う
 

情
厚
く
「
無
情
の
夢
」
を
歌
い
ぞ
め
 

お
雑
煮
は
織
響
噛
の
順
な
り
き
 

有
り
難
や
七
草
粥
の
底
に
餅
 

、
町
 

れ

来

 

だ
が
 

衣

ア

 

来
ピ
 

に
 

ノ
 

飴

グ

 

博

テ

 

大
 

、 

津
ス
 

沖

ミ

 
三
月
二
十
一
日
か
ら
 

五
月
十
一
日
ま
で
、
大
 

分
県
中
津
市
で
福
沢
諭
 

吉
生
誕
百
五
十
年
を
記
 

念
し
て
 
「 86 

豊
の
く
に
 

テ
ク
ノ
ピ
ァ
」
大
博
覧
 

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

I
N
s
館
、
ェ
ネ
ル
 

ギ
ー
館
な
ど
の
先
端
技
 

術
と
一
村
一
品
館
な
ど
 

伝
統
物
産
を
ミ
ッ
ク
ス
 

し
た
一
一
十
の
パ
ビ
リ
オ
 

ン
構
成
c
 

一
月
十
七
日
、
P
R

の
た
め
 

「
ミ
ス
テ
ク
ノ
ピ
ア
」
 
の
中
畑
美
鈴
さ
 

ん
が
来
町
。
助
役
に
協
力
を
依
頼
し
ま
 

し
た
。
 

ト助役室を訪れたミステクノピアの 

中畑美鈴さんぐ 

生まれた子猫や子犬にも生きる権利ー飼えないなら去勢・不妊手術を すこやかな人生は、成人病予防から一成人病予防週間2月1日～7日 

け
 



あ か い 「
 

昭和61年2月1日 け
 

か
 

報
 

広
 

第277 号 

競
蕪
競
競
舞
織
競
蕪
離
麟
糾
雛
難
舞
一
 

襲
 

鱗
麟
繊
襲
鱗
蘇
鷲
餓
鱗
襲
一
 

）麟 

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
新
し
 

い
年
金
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
共
通
の
 

厚
生
年
金
保
険
、
共
済
年
金
に
加
人
 

し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ
の
奥
さ
 

ん
に
も
支
給
さ
れ
、
 
一
人
．
年
金
の
原
 

則
が
確
切
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

基
礎
年
金
を
支
給
 

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
 

新
年
金
制
度
で
は
国
民
年
金
は
、
国
 

民
共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
 

に
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
厚
生
年
金
 

保
険
、
共
済
組
合
な
ど
の
加
人
期
間
が
 

あ
る
人
に
は
、
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
 

て
、
加
入
期
間
分
の
報
酬
比
例
の
年
金
 

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

基
礎
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
 

（
現
在
）
 

（
新
制
度
）
 

一一ーー 

（任意加入）要生撃轡‘ 

国民年金鵬 

芸5 ')ーマ二雲\ Ia &二扉急11月 
（全員加入）~ 、””I‘一ー一 ’一一 一一 i L一“」 

~ー旦賞墓．＋ーー サラリーマン世帯一→ト曾鷺H 
I 者世・吊、 I I 員寺I 

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
三
種
類
 

で
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り
に
自
分
の
年
 

金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

昭和61年2月1日 け
 

、 カ、 し あ 報
 

広
 

第277 号 ⑦
 

エンゼルクイズ 

【第117回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題1 】 

次の投票のうち、有効投票となるのはどれ 

でしょう。 

A． 候補者名をゴム印で押したもの。 

B． 一度書いた候補者名を線で消し、他の 

候補者名を書いたもの。 

【問題2 】 

町長、議員選挙等で、 2人の候補者が全く 

同じ得票数の場合、当選者はどうして決める 

で しょうか。 

A． くじで決める。 

B． 再選挙して、その結果で決める。 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ2 月17日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第116回解答】 

1. A 2. B 

【正解者】 

応募総数 通で全員正解。厳正な抽せんの 

結果、次の方に図書券を贈ります。 

レ長峰喜美子（伏原山の神） 

レ脇坂ちふみ（市 場） 

レ坂本ツャ子（旭ケ丘） 《敬称略》 

12月末日住民登録 Q 

（前月比） 

人 口10 ,125( +24 ) 

男 4,792（ 十8 ) 

女 5,333( +16 ) 

世帯数 3,373( +10 ) 

,走：其lEFt廼 

い
ま
ま
で
は
、
ほ
か
の
年
金
制
度
に
 

加
人
し
て
い
な
い
二
十
歳
以
上
六
十
歳
 

未
満
の
人
が
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
 

い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
ト
ー
年
四
月
か
 

ら
は
、
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
年
金
の
 

被
保
険
者
と
そ
の
奥
さ
ん
で
ニ
ト
歳
以
 

L
六
十
歳
未
満
の
人
も
全
員
加
人
し
ま
 

すc そ
の
結
果
、
新
制
度
で
は
国
民
年
金
 

の
被
保
険
者
は
次
の
三
種
類
に
な
り
ま
 

す。 
第
3
号
被
保
険
者
 

に
な
る
人
 

厚
生
年
金
保
険
、
共
済
年
金
の
被
保
 

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
一
一
 

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
が
第
三
号
 

被
保
険
者
に
な
り
、
第
三
号
被
保
険
者
 

に
な
る
た
め
に
は
、
役
場
に
届
け
出
る
 

必
要
が
あ
り
ま
す
0
 

現
在
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
 

い
る
方
に
は
、
す
で
に
社
会
保
険
庁
か
 

広
報
紙
送
っ
て
あ
げ
よ
う
よ
 

ふるさと赤池を遠く離れて活躍されている 

あなたの家族や親せき、お友だちに町の広 

報紙を送ってあげませんか。 

ふるさとの香りを掲載した便りは、きっと 

喜ばれると思います。 

役
場
か
ら
直
接
お
送
り
し
ま
す
 

一＝申し込み方法＝一 

送付先の住所、氏名を明 

記のうえ年会費1 ,000円を 

添えて役場総務課へ申し込 

んでください。 

4 月以降申し込まれた 

月から1年間、毎月1回 

郵便で指定された住所 

へお届けします。 

※詳しくは役場総務課広報係へ 

、
 

ら
届
出
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
が
、
 

ま
だ
届
け
出
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
 

今
す
ぐ
役
場
へ
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
に
任
意
加
人
さ
れ
て
い
な
 

い
奥
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
．
年
四
月
以
 

降
役
場
に
あ
る
用
紙
で
届
け
出
を
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

第3 号被保険者 

轟 
共済年金、厚生年金 

保険の被保険者の被 

扶養配偶者で20歳以 

I .60歳未満の人 

第2 号被保険者 

共済年金、厚生年金 

保険（現行の船員保 

険も含む）の被保険 

者 

第1号被保険者 

締
姻
曝
 

覇
 [I本国内に住んぐ、、 

る農業、白営業者な 

どで20歳以I 60歳未 

満の人 

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
詳
し
く
 

は
役
場
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
 

さ
い
。
 

（合 
28 

1
2
0
0
4

) 

『
本
町
一
』
納
税
組
合
が
 

県
表
彰
を
受
け
る
 

昭
和
六
十
年
度
福
岡
県
納
税
組
合
表
 

彰
で
赤
池
本
町
一
の
納
税
組
合
が
表
彰
 

を
受
け
ま
し
た
。
 

本
町
一
納
税
組
合
は
、
組
合
長
の
岡
 

田
宗
治
さ
ん
の
指
導
で
税
の
完
納
に
努
 

め
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
協
力
と
理
解
 

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
田
川
市
郡
で
 

は
、
田
川
市
と
赤
池
町
本
町
一
の
二
納
 

税
組
合
が
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

!

 

!

!

!

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
 

天
郷
荘
 

〇
お
は
ぎ
 47
 

個
、
金
田
 
度
、
博
子
（
 

門
司
区
大
里
本
町
1
丁
目
7
番
 15
 

号） 

〇
清
酒
5
升
廿
日
高
 
進
（
赤
池
町
市
 

待
5
合
い
室
 

最
近
、
町
立
病
院
を
利
用
さ
れ
て
 

い
る
患
者
さ
ん
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
 

内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
と
、
そ
 

れ
ぞ
れ
専
門
の
若
い
先
生
方
が
常
勤
 

で
診
療
に
当
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
 

信
頼
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
い
て
い
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

町
立
病
院
の
診
療
部
門
お
よ
び
診
 

療
体
制
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

〇
診
療
科
目
 
内
科
、
外
科
、
整
形
 

外
科
 

〇
診
療
時
間
 

平
日
廿
午
前
8
時
 30 

分
ー
午
後
5
時
 

土
曜
日
ー
午
前
8
時
 30 

分
ー
午
後
0
 

時
 30
 

分
 

〇
受
付
時
間
 

平
日
廿
午
前
8
時
 30
 

分
ー
午
前
 11
 

時
 

30 

分
 

土
曜
日
廿
午
前
8
時
 30 

分
、
午
前
 11
 

時
 

昼
食
時
間
ー
午
後
0
時
 30
 

分
ー
午
後
 

1
時
 30
 

分
 

た
だ
し
急
患
は
こ
の
限
り
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
特
に
初
め
て
受
診
さ
れ
 

る
方
は
午
前
中
早
い
う
ち
に
来
院
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

診
療
さ
れ
る
医
師
の
予
定
表
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
都
合
に
よ
 

り
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

、
 場

）
〇
み
か
ん
 10 

ぬ
廿
長
尾
ヤ
チ
ョ
（
 

嘉
穂
郡
穎
田
町
）
〇
金
一
封
廿
小
松
篤
 

生
（
赤
池
町
上
野
）
〇
金
一
封
廿
吉
田
 

卯
惣
（
赤
池
町
上
野
）
〇
ジ
ュ
ー
ス
 30 

本
廿
重
田
毒
義
（
赤
池
町
上
野
）
〇
リ
 

ン
ゴ
1
箱
廿
藤
村
商
店
（
赤
池
町
上
野
）
 

〇
み
か
ん
 15 

ぬ
、
化
粧
石
鹸
 15 

ケ
入
1
 

箱
廿
大
庭
文
具
店
（
赤
池
町
赤
池
）
〇
 

み
か
ん
 30 

ぬ
廿
筑
豊
天
国
社
（
赤
池
町
 

赤
池
）
〇
四
色
小
モ
チ
 75
 

ぬ
、
ァ
ン
モ
 

チ
5

ぬ
廿
全
日
本
同
和
会
福
岡
県
連
合
 

会
赤
池
支
部
（
赤
池
町
赤
池
）
〇
揚
げ
 

パ
ン
 
90 

ケ
廿
黒
石
秀
雄
（
穎
田
町
石
丸
 

団
地
）
〇
み
か
ん
 10 

匂
廿
自
治
労
金
田
 

町
職
員
労
働
組
合
（
金
田
町
）
〇
「
昭
 

和
天
皇
 60 

年
史
」
一
巻
ー
毎
日
新
聞
社
 

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
）
〇
た
ば
こ
1
 

6
5
個
廿
日
本
た
ば
こ
産
業
風
（
田
川
 

市
）
〇
金
一
封
廿
森
ッ
ル
ョ
（
天
郷
荘
）
 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

【
賛
助
会
費
】
日
高
邦
夫
、
日
高
峯
雄
、
 

、
ー
，
ー
、
r

，
ー
、
r

，
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
 

毎
週
月
曜
日
の
皆
川
先
生
、
火
曜
 

日
の
三
浦
先
生
は
大
学
の
都
合
で
一
一
 

月
か
ら
は
こ
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

科
 

外
 

形
 

整
 

外 科 内 科 
「『『． 

午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 

病棟回診 桑野先生 病棟回診 詫摩先生 
病棟回診、予防活 
動等の業務 

石尾院長 
北 先生 月 

→
よ
 

た
 

＋よ 定
診
 

予
回
 

術
棟
 

手
病
 

桑野先生 手術予定または 
病棟回診 

詫摩先生 ク 
石尾院長 
1ヒ先生 火 

ク 

（桑野先生午後出張） 桑野先生 ク 詫摩先生 ク 
石尾院長 
北 先生 水 

手術予定または 
病棟回診 

桑野先生 ク 詫摩先生 ク 
石尾院長 
1L 先生 本 

ク 桑野先生 
ク 

（詫摩先生出張） 瓶
 

細
（
 

張
 

出
 

後
 

ク
午
 生

 
先
 

レ
」
 

J
H
 

石尾院長 
中村先生 金 

休 診 桑野先生 休 診 詫摩先生 休 診 
石尾院長 
北 先生 土 

土
曜
、
日
曜
は
大
学
か
ら
の
日
直
 

当
直
の
先
生
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
 

日
高
進
、
中
村
雅
敏
、
高
林
建
設
、
高
 

林
正
男
、
谷
富
次
、
水
永
康
雄
、
立
花
 

杉
夫
、
池
永
輝
昭
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【寄 

附】 

上
野
病
院
（
崎
山
園
男
）
 
一
〇
〇
万
円
 

【
賛
助
会
費
（
一
口
廿
千
円
）
】
 

▽
池
田
等
廿
5

口
▽
赤
池
保
育
園
職
員
 

一
同
廿
 16 

口
 

【
香
典
返
し
】
▽
香
月
フ
キ
子
（
原
）
 

▽
宇
都
宮
勝
敏
（
下
桜
）
▽
坂
田
義
丸
 

（
猿
畑
）
▽
平
原
捨
男
（
西
町
）
▽
太
 

田
III
キ
ノ
（
貴
船
）
▽
光
根
ミ
ッ
子
（
 

板
取
）
▽
立
花
寅
次
郎
（
上
里
）
▽
浦
 

田
貢
（
大
谷
）
▽
斉
藤
ヒ
モ
（
西
ケ
丘
）
 

▽
安
武
ス
ギ
ノ
（
薬
王
寺
）
▽
森
ッ
ル
 

ョ
（
天
郷
荘
）
以
上
 12 

件
総
額
 32 

万
円
 

一
月
十
四
日
現
在
、
敬
称
略
 

×
 

イ 
熱2誉～福祉加無息,お脊事竺ン

【休館日】 

3日、10日、11日 

16日、24日 

【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 

【仏教講演会】 

2 月13日困 
午前11時から 

【演 芸】 
入館者へ自由に舞台 
を提供します。ご利 
用下さい。 

【心配ごと相談日】 
7日、17日、27日 
午前10時から 

午後3時まで 

2 月 7 日 は北方領土の 日 

‘
×
，
 

怖いのは「消したつもり」と「消えたはず」ー春の全国火災予防運動2月28日～3月13日 
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第277 号 Iム 辛反 あ カ、 し、 

募 
ら 情 
シ 
ひ 離 

事

1
閏
瑛
タ
／
H
割
 

誠
験
細
寡
鱗
旧
 

圏
三
種
混
合
▽
2

月
 20 

日
困
、
町
民
会
 

館
▽
 13
 

時
半
ー
 15
 

時
▽
生
後
 24 

カ
月
ー
 

48 

カ
月
 

圏
献
血
▽
2

月
 21 

日
国
▽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
 

グ
セ
ン
タ
ー
赤
池
前
（
 10 

時
ー
 13 

時） 

役
場
（
 14
 

時
ー
 16 

時） 

、
＆
い
w
 

誠
験
細
寡
鱗
旧
念
墨
 

圏
身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る
福
岡
県
 

職
員
採
用
選
考
試
験
▽
採
用
職
種
廿
一
 

般
事
務
▽
採
用
予
定
数
廿
 10 

人
▽
受
験
 

資
格
廿
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
 

け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
1

級
か
ら
4
 

級
ま
で
の
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
 

町立病院で受診の際は 

診察券を忘れずに 

町立病院では、初診受け付けの際に診 

察券をお渡ししています。 

この診察券の番号 

は、数年間あなたの 

受診番号としてカル 

テに記入されます。 

町立病院で診療を 

受けるときや薬をも 

らいに行くときは、 

この診察券を忘れず 

に持参して、受付け 

に提出してください。 

る
人
①
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
 

護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
 

②
昭
和
 31 

年
4

月
2

日
か
ら
昭
和
 43
 

年
 

4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
③
福
岡
 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
④
活
字
印
刷
 

文
に
よ
る
出
題
及
び
口
頭
に
よ
る
面
接
 

試
験
に
対
応
で
き
る
人
▽
第
一
次
試
験
 

廿
2

月
 23 

日
囲
▽
受
付
期
間
1
2

月
3
 

日
囲
1
2

月
 15 

日
田
▽
申
し
込
み
、
問
 

い
合
わ
せ
先
廿
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
 

務
局
仕
用
課
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
 

7
の
7

）
廿
0
9
2

(
6
4
1

)
3
8
 

8
n
ぺJ
 

圏
 61 

年
度
福
岡
県
立
北
九
州
盲
学
校
児
 

童
、
生
徒
募
集
▽
対
象
者
廿
幼
稚
部
（
 

5
歳
児
）
，
小
学
部
、
中
学
部
、
高
等
 

学
部
▽
資
格
廿
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
 

す
る
人
①
全
く
視
カ
の
な
い
人
②
両
眼
 

の
矯
正
視
力
が
昭
未
満
の
人
③
視
野
狭
 

搾
、
高
度
の
夜
盲
、
全
色
盲
等
の
視
機
 

能
障
害
が
あ
る
人
④
将
来
視
力
ま
た
は
 

券
 

察
 

診
 

内 ~外I ,」、 

熱
鷲
畿
購
瞬
麟
麟
碑
鱗
麟
瓶
蹴
鶴
麟
織
麟
踊
鱒
ー
 

I 
I 

器じ；器8器葺 
， 廉・・・I・午師中 

体，日‘・・日電・県日 

但し，患は此の眼りではありません 

●岡鳳田川郡赤池町大字赤地2'0の1 

赤池町立病院 
TE し 叫‘’一加ー’叫3・2】’7 

視
機
能
の
障
害
が
高
度
に
な
る
と
認
め
 

ら
れ
た
人
▽
受
付
期
間
1
3

月
8

日
田
 

ま
で
▽
間
い
合
せ
先
廿
北
九
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I 

町内の4つの保育所の4 月からの入園 

児を次のとおり受付け中です。（引き続き 

新年度も入所させたい方も同様） 

レ受付期間／2月8日まで 

レ受付場所／役場福祉係 

レ申込方法ノ役場か各保育所にある申込 

用紙に記入し、必要書類を添えて提 

出する。 

レ入所基準／保護者が赤池町に在住で次 

のいずれかの事情にある場合。ただ 

し（6）以外は、母親以外の方が児童の 

保育ができる場合は除かれます。 

(1）母親の家庭外労働 （2）母親の家庭内 

労働 （3）母親のいない家庭（4）母親の 

出産など （5）母親の病人看護など （6) 

家庭の災害など 

レその他、 0歳児の保育は4保育所とも 

実施します。なお、 1 月中旬に配布 

した回覧板の入所地域割り、上野保 

育所の欄に原田が漏れていましたの 

で訂正いたします。 

すこやかな人生は、健康診査から 

実り豊かな実年のために 

舞 

I 

一般健康診査が行われます 

レ日時／3 月11日（火） 午前10時から午後 

2時まで 

レ場所ノ同和対策中央研修所 

レ対象／40歳以上の方 

レ料金ノー般診査は100円、精密検査は500 

円（ただし70歳以上の方は無料） 

レ持参するものノ健康手帳（新規の方は 

当日交付します） 

※詳細は2 月の回覧板でお知らせします。 
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2 月はネズミ駆除月間 中旬に殺そ剤を配布します 


